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第66回聖高祭が9月 9日 (金 )に行われました。当初の予定では、8月 31日文化祭、9月 ]日体育祭でしたが、コロナ
ウイルスがこの時期猛威を振るつていた関係で、残念ながら規模を縮小し、―日の開催 (午前文化祭、午後体育祭)となり

ました。今年度のテーマは「覚悟はいいか?! lt's聖 (Show)丁 ime」。学年]クラスごとの4団編成 (ピンク、赤、黒、青)で
の競技となりました。

文化祭は、放送部・吹奏楽部発表、聖高大舞台の順に行われ、規模縮小のため]年生の壁新聞・仮装発表、2年生の
模擬店などは予定通り実施ができませんでした。それでも発表者たちは練習の成果を存分に発揮し熱のこもった発表を

していました。体育祭については、当日の午後アトラクションと応援合戦のみをグラウンドで発表し優勝を競いました。

他の競技は実施できませんでしたが、それぞれの団が創意工夫したアトラクション 応援は例年と変わらずすばらしいも

のでした。次年度以降、また聖高らしい聖高祭の実施を生徒・職員 0同窓生―同願つてやみません。
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同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
揺
る
ぎ
な
い
進
化
と
在
校
生

へ
の
支
援
の
た
め
に
、
平

根
一
″仕
ご

緯
＾
拶々
・　
　
素
よ
り
多
大
な
る
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

ムリ
上え
一́^て
　
　
　
　
　
　
　
私
は
本
校
教
頭
職
３
年
間
後
の
、
令
和
２
年
４
月
よ
り
校
長
職
を
任
ぜ
ら
れ
、
今
年
３

Ｉ

一′‐

　

」‐

＾
″
ゝ

月
を
も

つ
て
職
を
退
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
勤
務
通
算
二
十
年
目
、
「
教
師
の
母

＋
ュ
ー‐
」

社役

．
．副
「
校
」
と
認
識
し
て
い
る
本
校
で
、
校
長
の
職
を
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
二
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
前
半
の
十
五
年
間
、
学
召
、進
路
、
そ
し
て
部
活
動
指
導
、

そ
れ
ら
す
べ
て
の
基
礎
か
ら
実
践
を
諸
先
輩
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
生
徒
か
ら
教

わ
り
ま
し
た
ｃ
本
校
で
教
え
ら
れ
た

「
教
師
の
使
命
」
は
、
今
で
も
私
の
人
生
の
大
き
な
財
産
で
す
ｃ

校
長
と
し
て
の
こ
の
２
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
環
境
の
異
変
に
よ
る
様
々
な
制
限
と
、
先
の
見
え
な
い
不
安
が
入
り
交
じ

っ

た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
「
『新
し
い
生
活
様
式
』
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
学
校
教
育
活
動
は
止
め
て
は
い
け
な
い
」
、
私
を
は
じ
め
全

職
員
の
強
い
思
い
が
集
結
さ
れ
た
充
実
し
た
日
々
と
も

い
え
ま
し
た
。
創
立
百
十
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
行
事
、
近
年
の

教
育

・
入
試
改
革

へ
の
対
応
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
、
探
究
型
学
習

へ
の
移
行
等
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
「
チ
ー
ム
聖
高
」
の

名
を
証
明
す
る
が
如
く
、
学
校
全
体
と
し
て
着
実
な
歩
み
の
実
現
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
と
も
に
、
大
聖
寺
高
校
が
南
加
賀
の
伝
統
校
と
し
て
近
未
来
に
向
け
て
さ
ら
な
る

躍
進
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
、
そ
し

て
物
心
両
面
か
ら
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
、
大
聖
寺
高
校
の
校
長
と
し
て
赴
任

い
た
し
ま
し
た
米
国

一
彦
と
申
し
ま
す
．

私
、
自
宅
が
加
賀
市
動
橋
町
で
す
。
今
回
縁
あ
り
ま
し
て
、
地
元
の
伝
統
あ
る
大
聖
寺

高
校
に
赴
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ｃ
私
は
、
土
山
前
校
長
が
目
指
し
た
、
　
”主
体

性
の
育
成
と
文
武
不
岐
の
実
現
“
を
引
き
継
ぎ
、
勢

い
の
あ
る
学
校
に
盛
り
返
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
大
き
な
原
動
力
は

”チ
ャ
ン
ス
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

チ

ェ
ン
ジ
“
だ
と
思
い
ま
す
。
４
月
当
初
よ
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
に
は
、
自
分
で
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
チ

ェ

ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
勢
い
が
生
ま
れ
て
く
る
、
と
言
い
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
聖
高
祭
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
、
縮
小
版
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
達
は
先
輩
後
輩
の
つ
な
が
り
や
他
の

団

へ
の
敬
意
を
忘
れ
な
い
聖
高
伝
統
の
体
育
祭
を
体
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
困
難
な
状
況
の
中
で
も
、
最
高
の
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

す
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
高
校
生
活
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

一
人

一
人
の
心
に
刻
み
込
ま
れ
、
人
生

の
熱

い
１
コ
マ
と
し
て
思
い
出
さ
れ
る
。
高
校
が
そ
の
役
目
も
担

っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
様
々
な
教
育

活
動
を
展
開
し
チ
ャ
ン
ス
を
設
け
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
任
ご
挨
拶

校
長
米
国
　

一
彦

令和 2年度に発足した難関大学合格を目指す「難関クラブ」の活動も 3年目を迎えました。 1年生か

ら3年生まで縦のつながりを持った学習集団づくりもようやく軌道に乗ってきました。一昨年度からの

大学入試制度改革により、思考力や読解力がよリー層求められる入試へと変貌し、 2年目を迎える大学

入学共通テストも大きく平均点を下げ、難易度は上がっています。よリー層低学年時から質の高い問題

に触れ、読解力や思考力を育てていくことが求められます。

本校が採用している「Z会の団体添削」がその役割を担ってくれています。昨年度から継続受講する

生徒や、志望を一段階上げ、今年から新規に受講する生徒もいます。いよいよ今年は3年間団体添削を

受けた生徒達の受験です。生徒の高い志望実現の一助になることを願っています。

このような本校の活動は、同窓会から難関クラブに対する支援によって支えられています。同窓会の

後押しを感じつつ、責任を持って、生徒一人ひとりの進路実現に向けて一層尽力してまいります。

同窓会運営協力金から母校への支援



令
和
３
年
度

卒
業
証
書
授
与
式

令
和
４
年
３
月
３
日

（木
）
午
前

１
０
時
よ
り
第
７
４
回
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
代
表
以
外
の
在
校
生
は
出
席
せ

ず
、
卒
業
生
と
保
護
者
、
限
ら
れ
た
来

賓
の
み
の
式
と
な
り
、
同
窓
会
か
ら
は

同
窓
会
長

永
山
信
也
氏
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
全
参
加
者
が
常
時
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
式
次
第
も
一部
割
愛
さ
れ
ま

し
た
が
、
厳
か
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

永
山
会
長
か
ら
は
祝
辞
と
し
て
、
「今
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
恩
返
し
す
る
つ
も
り
で
、
自
信
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
っ
て

下
さ
い
」
と
の
言
葉
が
卒
業
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
答
辞
で
は
弓
道
部
の
大
杉
暉
之
さ
ん
が
、
学
年
で

た
っ
た
一人
だ
っ
た
男
子
部
員
と
し
て
伝
統
の
弓
道
部
を
支

え
、
そ
の
活
動
を
先
輩
、
後
輩
、
女
子
部
員
が
支
え
て
く
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
先
生
方

・
家
族
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
最
後
に
「こ

れ
か
ら
の
進
む
道
に
お
い
て
苦
悩
や
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
３
年
間
で
得
た
も
の
を
胸
に
突

き
進
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
卒
業
生
へ
卒
業
証
書
ホ
ル
ダ
ー
が
記
念
品
と

し
て
贈
ら
れ
、
１
４
３
名
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
向

か
っ
て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

卒
業
生
の
大
学
合
格
状
況

こ
の
春
、
４
ク
ラ
ス
ー
４
３
名
の
生
徒
が
大
聖
寺
高
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

特
進
ク
ラ
ス

（ス
パ
ー
ク
ス
）
の
４
期
生
の
学
年
と
な
り
ま
す
。
特
進
ク
ラ
ス
を
筆
頭

に
果
敢
に
挑
戦
し
た
大
学
入
試
は
、
以
下
の
表
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

「大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に
変
わ
り
２
年
目
。
今
年
度
は
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
取
り

上
げ
て
い
た
よ
う
に
非
常
に
難
易
度
の
高
い
試
験
と
な
り
、
平
均
点
を
大
き
く
下
げ
た

テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
受
験
生
同
様
、
本
校
の
生
徒
に
と
っ
て
も
思
っ
た
よ

う
に
点
数
が
と
れ
ず
厳
し
い
結
果
で
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
も
各
大
学
や
受
験
生
た
ち
は
対
応
を
迫
ら
れ
、
勉
強
以
外
に
も
気
を
遣

う
中
で
の
受
験
で
し
た
。
難
し
い
状
況
の
中
、
低
学
年
時
か
ら
高
い
志
望
を
持
た
せ
る

指
導
や
難
関
大
や
金
沢
大
学
を
目
指
す
生
徒
へ
の
個
別
指
導
、
全
教
員
で
の
補
習
が
実

を
結
び
、
３
年
連
続
４５
名
の
国
公
立
大
学
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
昨
年
度
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
難
関
大
と
呼
ば
れ
る
名
古

屋
大
学
と
神
戸
大
学
に
１
名
ず
つ
の
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
外

に
も
筑
波
大
学
を
は
じ
め
、
広
島
、
千
葉
と
い
っ
た
大
学
に
も
久
し
ぶ
り
に
合
格
者
が

出
ま
し
た
。
根
強
い
地
元
志
向
に
も
応
え
、
金
沢
大
学
５
名
、
福
井
大
学
７
名
、
富

山
大
学
２
名
、
公
立
小
松
大
学
８
名
と
い
う
数
字
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

要
因
と
し
て
は
、

一昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

「難
関
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
た

こ
と
、
加
え
て
同
窓
会
か
ら
援
助
支
援
を
受
け
る

「Ｚ
会
の
団
体
添
削
」
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
本
校
が
力
を
注
ぐ
「特
別
選
抜

（総
合
型
選
抜
と
学
校
推
薦
型
選
抜
）
」

で
し
っ
か
り
合
格
者
が
出
せ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
の
１
つ
で
す
。
志
望
理
由
や
面
接

の
指
導
に
要
す
る
時
間
は
膨
大
で
す
が
、
本
校
の
伝
統
で
あ
る

「全
教
員
に
よ
る
受
験

指
導
」
が
そ
れ
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
教
師
と
生
徒
が

一丸
と
な
り
第

一志
望

校
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
立
大
学
に
関
し
て
も
善
戦
し
、
立
教
大
学
の
合
格
者
を
は
じ
め
、
中
央

大
学
や
東
京
理
科
大
学
、
関
西
方
面
で
は
、
同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
と
い
っ
た

有
名
校
に
も
複
数
名
の
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一般
選
抜
だ
け
で
な
く
、

総
合
型
選
抜
な
ど
の
活
用
に
よ
っ
て
多
く
の
合
格
者
が
出
ま
し
た
。
特
別
選
抜
の
活
用

が
生
徒
達
に
も
浸
透
し
、
選
択
肢
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
の
表
れ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
入
試
を
振
り
返
る
と
、
生
徒
の
志
望
の
強
さ
が

一番
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

共
通
テ
ス
ト
で
判
定
は
厳
し
い
中
、
第

一志
望
へ
の
思
い
を
貫
き
合
格
す
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
役
生
に
限
ら
ず
既
卒
生
も
２
年
越
し
の
思
い
を
胸
に
志
望

を
貫
き
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
聖
寺
高
校
の
伝
統
的
な
進
路
指
導
の
メ
ソ
ッ
ド
に
、
特
別
選
抜
へ
の
柔
軟
な
対
応

と
い
う
新
た
な
武
器
を
加
え
、
生
徒
の
第

一志
望
実
現
に
チ
ー
ム
聖
高
と
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
の
、
暖
か
い
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
路
指
導
課

名古屋大学 神戸大学 筑波大学 千葉大学 広島大学
国立大計
23名

愛知教育大学 金沢大学 富山大学 2 福井大学 7 新潟大学
香川大学

石川県立大学 石川県立看護大学 公立小松大学 富山県立大学 福井県立大学
公立大計
22名

長野県立大学 長野大学 三重県立看護大学 福知山公立大学 島根県立大学

新見公立大学

私

′ヽ

大

学

立教大学 東京理科大学 中央大学 日本大学 東海大学 9
私立大計
3]9名

大東文化大学 中央学院大学 工学院大学 創価大学 麻布大学
和光大学 神奈川大学 埼玉工業大学 松陰大学 金沢星陵大学 19
金沢工業大学 27 金城大学 14 金沢医科大学 金沢学院大学 31 北陸学院大学
北陸大学 14 高岡法科大学 仁愛大学 福井工業大学 45 福井医療大学 4
新潟医療福祉大学 新潟工科大学 新潟青陵大学 中京大学 名城大学

日本福祉大学 2 愛知学院大学 愛知産業大学 中部大学 金城学院大学 4
名古屋学院大学 名古屋芸術大学 名古屋文理大学 愛知工科大学 東海学院大学
岐阜医療科学大学 鈴鹿医療科学大学 静岡理工科大学 同志社大学 4 立命館大学 フ

龍谷大学 京都産業大学 17 京都橘大学 大谷大学 京都芸術大学

京都光華女子大学 明治国際医療大学 京都建築大学校 大阪経済大学 大阪工業大学 4
大阪産業大学 大阪学院大学 大阪電気通信大学 3 追手門学院大学 3 摂南大学 8
藍 野 大 学 帝塚山学院大学 神 戸 学 F宇大学 |「牌 労中協 ★ 堂

令和4年 3月 31日 現在※  難関大学   北陸三県の大学

国
公
′ヽ

大
学



令
和
４
年
４
月
８
日

（金
）
午
後
２
時
よ
り
、
本
校
第

２
体
育
館
に
て
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
出
席
者
も

制
限
さ
れ
、
ま
た
、
椅
子
の
間
隔
も
広
く
置
か
れ
た
状
態

で
の
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
永
山
信
也

会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
と
し
て
山
代
中
学
出
身
の
東
川
陽
向

（ひ

な
た
）
さ
ん
の
宣
誓
、
在
校
生
代
表
の
松
田
優
希
さ
ん
の

歓
迎
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
中
学
校
入
学
者
数
は
、
錦
城
４。
名
、
橋
立
４
名
、
片

山
津
劉
名
、
東
和
‐８
名
、
山
代
２４
名
、
山
中
Ю
名
、
芦
城
２
名
、

丸
内
５
名
、
松
陽
「
名
、
御
幸
８
名
、
南
部
曖
名
、
国
府
２
名
、

板
津
「
名
、
根
上
３
名
、
志
賀
「
名
と
な

っ
て
お
り
、
１

６
２
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

英

語
暗

唱

大

会

（第
刀
回
前
年
度
優
勝
者
）

山
中
中
学
校
　
３
年
　
中
川
　
恵
介

僕
は
初
め
て
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
、皆

の
力
が
ど
の
程
度
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
英
語
科
の
先
生
か
ら
応
援

し
て
い
た
だ
き
、
勇
気
を
も
っ
て
練
習
に
励

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
他
の

出
場
者
の
人
た
ち
の
発
音
や
表
現
力
、
訴
え

か
け
る
迫
力
も
す
ば
ら
し
く
、
や
は
り
各
校

の
代
表
だ
け
あ
っ
て
、
見
て
い
て
不
安
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
優
勝
に
選
ん
で
い

た
だ
け
て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
し
誇
ら

し
く
思
い
ま
す
。

夏
休
み
に
初
め
て
Ｃ
Ｄ
を
渡
さ
れ
、
秋
か

ら
本
格
的
な
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
量
を

決
め
な
が
ら
暗
記
し
、
言
葉

一
つ
一
つ
の
意
味

を
体
に
染
み
込
ま
せ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後

の
一週
間
で
ア
ク
シ
ョ
ン
や
目
線
な
ど
の
仕

上
げ
を
し
ま
し
た
。
本
番
中
は
審
査
員
の
目

を
見
て
演
説
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
か
っ
た

で
す
。

結
果
発
表
は
学
校
で
知
ら
さ
れ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝
、
目
を
通
し
た

朝
刊
で
結
果
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
し
た
。

今
回
の
優
勝
は
、
決
し
て
自
分
の
力
で
成

し
遂
げ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
、
英

語
科
の
先
生
、
そ
し
て
練
習
を
何
度
も
聞
い

て
く
れ
た
両
親
の
お
か
げ
で
す
。

僕
の
夢
は
英
語
に
関
す
る
仕
事
に
つ
く

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
英
語
を

好
き
に
な
り
、
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

南
Ⅲ
買
地
区
中
学
鮫

英
語
脂
旧
大
〔云

‐１
月
３
日

（本
）
本
校
図
書
館
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、
同
窓
会
主
催
の
英
語
暗
唱
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
コ
ロ
ナ
過
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
中
学
校
の
ご
協
力
も
あ
り
、
昨
年
同
様
、

発
表
形
態
を
変
更
し
、
６
中
学
校
の
代
表
２１
名

が
参
加
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
場
者
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
英
語
の
発
音
の
み
な
ら

ず
、
身
振
り
手
振
り
な
ど
交
え
レ
ベ
ル
の
高
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
議
し
た
。

入
賞
者
は
左
記
の
方
々
で
す
。

３
年
の
部

風
花
いヽ
毎
リ

員
緒
真
子
由
奈

（錦
城
）

（東
和
）

（橋
立
）

（山
中
）

（錦
城
）

由
夏

（橋
立
）

穂
果

（錦
城
）

●
「
年
の
部

第
１
位
　
和
田

第
２
位
　
水
戸

第
３
位
　
堀

新入生代表宣誓

第 第 ● 第 第 第 第 第
2¬ 254321
位 位 年 位 位 位 位 位
の

山 西 部 山 小 田 平 森
津 野  本 原 中 田 山

]音唱大会 明
奈

（東
和
）

美
晴

（片
山
津
）

真
優

（錦
城
）

第
74
回

同窓会事務局からのお知らせ
大聖寺高校同窓会会員名簿が令和5年9月に発行されます。この

事業は(株 )サラトに委託し行つています。より正確な名簿作成の

ために、11月末に発送済みの確認ハガキ(右記)の返信にご協力く

ださい。

尚、この会員名簿に関するお問い合わせ先は(株 )サラト0120-
998-714となつております。何かご質問等ございましたらご連
絡ください。

今後この名簿が有効活用され、周年事業及び同窓会活動がより

活発になることを祈つております。 躍日

石川県立大聖寺高等学校同窓会

令
和
４
年
度

入

学

式

l燥

L _コ ロ

辮黒

1 「 L

'和

5年版名簿発行のお知らせ

=二
|と思

ヽ

．
　

　

　

‥
．

ヽ

　

　

　

一
●

…
Ⅲ
"■
諄■、いヽい●I

4●  Ct



令
和
４
年
度
　
定
例
理
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

７
月
３
日
（日
）
、
本
校
図
書
館
２
階
の
多
目

的
ホ
ー
ル
に
て
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
永
山
会
長
お
よ
び
米
国
校
長
の
挨
拶
の

後
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告

・
決
算
報
告
、
令

和
４
年
度
事
業
計
画
案

・
予
算
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
１
「
０
周
年
記
念
事

業
決
算
報
告
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
理
事
会
に
続
き
卓
話
を
お

聞
き
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
‐　
同
窓
会
総
会
が開
催
さ
れ
ま
し
た

８
月
１３
日

（
土

）
午
前
１０
時
よ
り
、

本
校
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

約
４０
名
の
参
加
を
得
て
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
，

総
会
で
は
令
和
３
年
度
事
業
経
過
報

告
お
よ
び

一
般
会
計
決
算
報
告
、
〈一「
和

４
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び

一
般
会
計

予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
大
聖
寺
高
校
創

立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
の
会
計
決
算
報
告
に
つ
い
て
も
、
拍
手

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、新
副
会
長
に
蓄
荷
谷
豊
氏
（
昭
６２
高
）、
田
畑
智
日
氏
（平

元
高
）、
濱
谷
敏
之
氏

（平
１２
高
）、
森
知
香
子
氏

（平
１２
高
）、

坪
内
沙
織
氏

（平
１２
高
）
の
５
名
の
方
々
が
承
認
さ
れ
、
こ
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
例
年
行
っ
て
い
る
懇
親
会
は
開

催
が
困
難
と
役
員
会
で
判
断
し
、
通
常
理
事
会
の
後
に
行
う
卓

話
を
総
会
後
に
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
東
海
大
学
工
学
部
教
授

高
尻
雅
之
氏

（昭
６１
高
）
が
ｌ
ｏ
Ｔ
社
会

を
目
指
し
た
材
料
科
学
の
取
り
組
み
―

熱
電
変
換
技
術
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」

と
い
う
演
題
で
、
熱
か
ら
電
気
を
発
生

す
る
原
理
か
ら
、
〈フ
後
の
実
用
化
に
至

る
話
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
、
来
年
こ
そ
は

多
く
の
同
窓
生
に
声
を
か
け
、
盛
大
に

総
会
を
開
催
し
た
い
」
と
い
う
声
が
多

く
の
参
加
者
か
ら
間
か
れ
ま
し
た
。

来
年
度
総
会
は
、
左
記
の
方
々
を
中
心
に
、
運
営
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
方
々
よ
り
、
参
加
依
頼
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
協

力

下
さ

い
ｃ

■
主
幹
事
　
平
成
１９
年
卒

河
東
　
渉

扇
谷
　
美
紗
永

吉
川
　
真
都

古
山
　
由
理

川
端

　

一
輝

藤
井
　
香
央
理

竹
野
　
教
親

番
　
亜
沙
美

宮
野
　
大
輔

高
宮
　
奈
都
乃

中
村
　
拓
朗

山
岸
　
み
ず
ほ

北
出
　
伸
行
　
　
　
　
・

小
西
　
有
紗

■
副
幹
事
　
平
成
２０
年
卒

福
島
　
　
輝

喜
多
　
祐
規
子

田
畑
　
泰

一
郎

高
辻
　
悠
月

堂
下
　
健
太

河
崎
屋
　
志
帆

土
肥
　
翔
大

山
岸
　
亜
沙
子

飛
騨
　
健
士
朗

天
田
　
未
貴

宮
前
　
亮
督

大
阪
　
亜
希

■
副
幹
事
　
平
成
２１
年
卒

増
田
　
拓
也

山
下
　
依
珠
美

中
野
　
貴
晶

井
家
　
智
絵
美

濱
本
　
寛
基

河
上
　
洵
子

前
出
　
　
真

中
橋
　
沙
希
子

田
中

　
一
匡

大
岡
　
郁
美

熊
野
　
史
弥

川
島
　
裕
美

同級生が集合

ヨ

統
〈Ｔ

墾
親
合
へ
の

ご
参
か
の
お
願
い

平
成
１２
高
　
濱
谷
　
敏
之

私
は
、
２
０
１
６
年
に
学
年
幹
事
と

し
て
同
窓
生
１０
人
程
で
初
め
て
総
会
に

参
加
し
、
そ
の
後
は
毎
年
総
会
の
お
手

伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま

す
。皆
様
も
総
会
と
は
何
を
す
る
の
だ
ろ

う
か
？
と
疑
間
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お

世
話
に
な

っ
た
諸
先
生
方
、
歴
代
の
卒

業
生
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
々
と
の
交
流
親

睦
会
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
大
丈
夫
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
久
し
ぶ
り
に
会

う
同
級
生
達
と
プ
チ
同
窓
会
と
い
う
の

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
（自
分
た
ち
も

総
会
の
後
に
み
ん
な
で
飲
み
に
行

っ
て

い
ま
す
―
）

大
聖
寺
高
校
も
創
立
１
１
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
の
で
、
諸
先
輩
方
、
そ
し

て
若
い
世
代
の
方
達
と

一
緒
に
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
微
力
な
が
ら
皆
様
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

の
で
、
是
非

お
気
軽
に
ご

参
加
よ
る
し

く
お
願

い
致

し
ま
す
。

窓会総会

薇鮨

“

レ

魔

「
―
―
―
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―
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創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
等
で
し
ば
ら
く
お
休
み

し
て
い
た
母
校
探
訪
。
〈フ
回
は
〈「
和
元
年
に
創
部
９
０
周

年
を
迎
え
た
聖
高
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
了
舟
文

弥
先
生
（男
子
）
と
小
田
原
誠
先
生
（女
子
）
、
そ
し
て
Ｏ
Ｂ

会

（シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
会
）
を
代
表
し
て
佐
々
本
和
彦
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
〈フ
年
度
、
男
子
は
春
李
大
会

ベ
ス
ト
ー６
、
女
子
も
夏
に
行
わ
れ
た
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ツ
プ

予
選
ベ
ス
ト
‐６
と
大
活
躍
を
し
て
ま
す
。

Ｑ
¨
現
在
部
員
数
は
？

了
舟
・
小
田
原
一
１
年
か
ら
３
年
ま
で

男
子

２５
名
、
女
子

２４
名
。
初
心
者
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

Ｑ
¨
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
は
？

了
舟
・
小
田
原
¨
と
で
も
明
る
く
選
手

た
ち
の
伸
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
と
で
も

良
い
で
す
。
こ
ち
ら
が
「
こ
ん
な
風
に

や
っ
て
み
れ
ば
―
」
と
出
し
た
ヒ
ン
ト

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
な
が
ら
自
分
た
ち
で
も

主
体
的
に
取
り
組
む
姿
が
最
近
よ
く
見
え
ま
す
。

Ｑ
¨
ど
う
い
う
指
導
を
心
掛
け
て
い
ま
す
か
？

ぢ
舟
・
小
田
原
一
生
徒
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
∃
ン
と
自

主
性
を
大
切
に
し

て
い
ま

す
。
Ｑ
¨
勉
強
が
つ
ら
い
な
ど
の

理
由
で
辞
め
て
し
ま
う
子
た

ち
は
い
る
ん
で
す
か
？

ぢ
舟

一
最
近
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

一
度
辞
め
て
し
ま
っ
た
子
が
戻
っ
て
く
る
と

い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
¨
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
し
よ
う
？

ぢ
舟
¨
楽
し
く
バ
ス
ク
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
ま
た
や
り
た
く

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
と
部
活
を
や
め
る
＝
勉

強
す
る
で
は
な
い
か
ら
で
す
ね

（笑

）

Ｑ
¨
試
含
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

小
田
原
・
了
舟
¨
バ
ス
ケ
ツ
ト

ボ
ー
ル
は
選
手
交
代
の
多
い

ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
主
カ
メ

ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
経
験

の
浅
い
部
員
に
も
自
分
の
役

割
を
意
識
さ
せ
出
場
の
機
会

を
作
り

・、
自
分
の
働
き
が
チ
ー
ム
に
と
つ
て
大
事
な
ん
だ
と
い
う

自
信
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

Ｏ̈
Ｂ
会
と
し
て
、
（フ
ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
ん
で
す
か
？

佐
々
木
¨
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
会
は

５０
年
ほ
ど
前
に
発
足
し
、
部

活
の
支
援
や
現
役
生
徒
と
の
交
流
な
ど
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。

毎
年
年
始
に
集
い
、
現
役
対
Ｏ
Ｂ
で
試
合
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

〈フ
年
は
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
を
母
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

Ｑ
¨
高
校
生
に
〓
言
お
願
い
し
ま
す
。

佐
々
木
¨
勝
つ
と
い
う
経
験
は
、
〈フ
後
の
人
生
に
お
い
て
と
で
も

大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
色
々

な
場
面
に
応
じ

て
支
援
し

て
い

き
た

い
と

思

っ

て

い

ま

す

の

で
、
頑
張

っ
て

く
だ
さ
い
。

第
４８
回
張
江
杯
石
川
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（男
子
）
大
聖
寺
５８
‐８４
金
沢
学
院
大
付
　
ベ
ス
ト
ー６

令
和
４
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

体
操
部

女
子
団
体
優
勝

下
口
う
い
か

（２
）
山
本
心
菜

（２
）
柴
田
咲
季

（１
）

個
人
種
目
別

跳
馬
２
位
　
　
柴
田
咲
季

（１
）

平
均
台
２
位
　
柴
田
咲
季

（１
）

段
違
い
平
行
棒
　
山
本
心
菜

（２
）

ゆ
か
　
　
下
口
う
い
か

（２
）

全
国
大
会
出
場

弓
道
部

女
子
個
人
４
位
　
後
藤
　
未
希

（３
）

北
信
越
大
会
出
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
女
子
個
人
　
山
崎
　
日
菜
子

（３
）

（ダ
ブ
ル
ス
）
山
崎
　
紗
知

（３
）

北
信
越
大
会
出
場

令
和
４
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（第
６９
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
高
校
コ
ン
テ
ス
ト
）

放
送
部

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
入
選
　
　
　
唐
谷
　
侑
花

（３
）

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
　
優
秀
賞

「新
し
い
学
校

へ
」

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　

「地
球
の
和
」

朗
読
部
門
　
　
田
中
　
舞
綾

（３
）
唐
谷
　
侑
花

（３
）

小
西
ひ
か
り

（２
）
村
上
　
瑞
歩

（２
）

全
国
大
会
出
場

第
１
０
４
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
石
川
大
会

大
聖
寺
４
‐６
金
沢
学
院
大
学
付
属
高
校
　
ベ
ス
ト
ー６

優
秀
選
手

（投
手
）
　

西
田
智
貴

（３
）

第
７５
回
全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

（ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ツ
プ
）
予
選

（女
子
）
大
聖
寺
５８
‐７８
金
沢
学
院
大
付
　
ベ
ス
ト
ー６

″  ′

左から了舟先生、佐 木々氏、小田原先生

男
子
顧
間
の
了
舟
先
生
は
、
高
校
時
代
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
経

験
が
あ
り
、
現
在
は
日
本
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
協
会
公
認
Ａ
級
審
判

資
格

（
県
下
に
６
人
し
か
い
な
い

）
を
取
得
さ
れ
、
さ
ら
に
上
位
資

格
を
目
指
し
て
ご
活
躍
中
。
女
子
顧
間
の
小
田
原
先
生
は
、
布
水
中

営
校
に
お
勤
め
の
時
に
全
国
大
会
優
勝
に
導
か
れ
た
方
で
す
。

こ
の
よ
う
に
現
在
聖
高
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部
に
は
充
実
し
た
先

生
方
、
そ
し
て
力
強
い
Ｏ
Ｂ
会
が
存
在
し
て
お
り
、
〈フ
後
大
き
く
飛

躍
し
て
い
く
と
確
信
し
ま
し
た
。
中
学
生
の
当
さ
ん
が
聖
高
バ
ス

ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部
を
目
指
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
入
掌
、
入
部
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

′
ヽ
ｌ
‐
′
′

″
『
．　
　
　
ノ

／
Ｄ
ヽ

■■
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優秀選手に選出された

西田智貴君

同窓会では、全国大会の

出場生徒に対し旅費等の

補助をいたしております。

吹
奏
楽
部
　
第

″
回
定
期
演
奏
会
を
開
催

去
る
５
月
２８
日

（
土

）
加
賀
市
文
化
会
館
カ
モ
ナ

ホ
ー
ル
に
て
、
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
３５
人
の
部
員
た
ち
は
素
晴
ら
し
い
演
奏
の
み

な
ら
ず
、
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
素
敵
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ｌ
ｉ

ス
で
５
５
０
人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
吹
奏
楽
部
は
９
月
‐。
日

（
土

）
の
十

万
石
ま
つ
り
に
お
い
て
も
演
奏
を
披
露
し
、
地
域
を
盛

り
上
げ
る

一
躍
を
担
い
ま
し
た
。
錦
城
小
学
校
と
の
合

同
演
奏
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

び

□

顎

`

漁

|

膨
E
E
E

b

ヤ

鮨●

=|■
:

L“

“

―

　

―
―

［

を
■
■
，

”
』

■
と
ぅ
き
ょ
う
絞
文
２
つ
２
２

、
・・』

液
ｔ
部
門

場



同窓会 協 力金 (令和 3年 4月～令和 4年 3月 )

ご協力いただきありがとうございました。

振込用紙の「芳名録への掲載不可」の欄にレ点ご記入いただいた方、また当会事務所に直接ご連絡いだきました

方々のご芳名記載は、控えさせていただいております。

【昭
口
中
】

鈴
木
　
善
雄

【昭
１８
女
】

佐
竹
（畠
山
）
瞳

【昭
２０
中
】

高
谷
　
守
男

北
口
　
鎌
太
郎

【昭
２１
女
】

山
崎
（稲
坂
）
倫
子

佐
藤
（大
杉
）
正
枝

下
出
（中
道
）
安
子

近
藤
　
善
進

堀
口
　
兵
治

【昭
２７
高
普
】

北
見
　
正
孝

蓑
輪
　
瑠
璃
子

黒
田
（中
野
）
ミ
ヨ
シ

中
出
（中
出
）
信
子

竹
沢
（加
納
）
和
子

五
十
嵐

（小
崎
）
登
美
子

西
山
　
静
司

舟
見
　
文
夫

尾
田
（山
下
）
町
子

【昭
２７
高
商
】

伊
藤
（西
村
）
忠
吉

【昭
２８
高
普
】

平
井
⌒小
嶋
）久
幸

山
田
　
長
生

蓮
井
（伊
豆
蔵
）
瑶
子

表
　
　
義
則

中
野
　
吉
隆

【昭
２９
高
普
】

目
年

（福
村
）
健
吉

山
下
　
岩
雄

【昭
２９
定
片
】

木
村
　
他
喜
男

【昭
３０
高
普
】

山
口
　
一成

新
井
　
重
男

【昭
３０
高
商
】

林
　
　
豊
敏

竹
野
　
　
茂

【昭
３１
高
普
】

打
本
　
弘
喜

中
西
　
　
朗

深
田
（安
田
）
勝
弥

下
出
　
　
宏

河
崎
　
竣
三

【昭
４３
高
】

西
野
（荒
木
）
他
恵
子

【昭
４４
高
】

宮
本
　
繁

【昭
４５
高
】

上
出
　
文
博

【昭
４６
高
】

上
田
　
弘
志

ヰ
“
”野一　
　
津
凋
割
伸

山
村

（吉
田
）
和
恵

堀
（石
田
）
隆
子

柿
谷
　
政
信

久
保
　
英

一

棚
木

（谷
口
）正
江

【昭
４７
高
】

西
出
　
隆
則

【昭
４８
高
】

長
河
　
政
次

北
口
　
倫
也

【昭
４９
高
】

玉
丼

（橋
本
）景
子

谷
口
　
喜
久
雄

宮
本
　
孝
司

西
野
（藤
井
）真
澄

飯
貝
　
寿
代

【昭
５１
高
】

萬
谷
（森
）恭
子

西
　
　
幸
宏

【昭
５２
高
】

奥
野
（川
向
）
洋
子

【昭
５３
高
】

元
谷
（辰
川
）
美
江

竹
松
（福
井
）
和
子

【昭
５４
高
】

佐
々
木
　
和
彦

福
田
　
　
浩

山
村
　
清
二

出
村
　
源
国

【昭
５６
高
】

坂
口
　
順

一

五
十
嵐
　
和
彦

西
原
　
成
奎

小
島

（坂
）
奈
見
子

井
口
（宮
崎
）
妃
呂
子

山
下
　
裕
嗣

金
津
　
裕
之

汲
田
（市
村
）
真
澄

岩
本

（谷
口
）
百
合
子

山
田
（宮
川
）
陽
子

櫻
田
　
欣
治

高
見
　
利
幸

谷
　
　
芳
浩

畑
中
　
秀
夫

【昭
５７
高
】

西
村

（荒
谷
）
年
子

石
田
　
博
久

嘉
野
　
和
隆

南
　
　
正
生

【昭
５８
高
】

北
村
　
　
誠

向
出
　
圭
三

【昭
５９
高
】

千
寺
丸
　
誠
憲

加
戸
　
隆
佳

林

（坪
田
）
り
さ

【昭
６０
高
】

岡
田
　
秀

一

浮
見
（上
出
）
明
子

十
佐
近
　
徹

昔
同
冊
円
　
首
一（栞
フ

若
浦
　
輝
彦

【昭
６１
高
】

中
山
（油
屋
）
多
木
子

高
見
（東
）
健
次
郎

蔵
　
　
公
雄

【昭
６２
高
】

堂
前

（北
見
）
育
恵

細
川
　
順

一朗

北
村
　
豊

坂
下
　
和
成

撃瑕遍彙尭蓉唇蒻出夏要見纂勇鼈
層
讐ぎ山甲そぎ
轟讐螢

t罰
[:tご書
liタセ:|:
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子

【昭
３１

薮
谷
【昭
３２

津
田
辻

高
商
】

幸
男

昔
同
並
国
】

孝
夫
議
琳
ム
徊

中
島

（山
内
）
惇
子

吉
岡
　
　
剛

【昭
３３
高
普
】

岡
西
　
洋
輔

浅
田
　
能
成

岡
田
　
　
成

坂
本
　
達
郎

金
川
（宮
部
）
克
子

宮
田
　
　
勇

笹
谷
　
鐵
雄

松
原
　
幸
次

【昭
３３
高
商
】

山
田
　
伸

一

【昭
３４
高
普
】

北
見
　
幸
子

西
田
　
悦
子

中
川
（岡
西
）
美
枝

【昭
３４
高
商
】

中
出

（稲
葉
）
利
子

塩
野
　
昭
治

【昭
３５
高
普
】

冨
樫
　
正
機

櫻
井
　
比
呂
之

三
谷
　
雅
露

川
俣

（俵
谷
）
菊
代

尾
崎
　
昭
範

【昭
３６
高
普
】

早
崎
　
裕
雄

松
村
　
健
彦

【昭
３７
高
普
】

柿
谷
　
満
智
子

大
和
　
謙
市

木
村

（奥
野
）
利
雄

清
水
（小
坂
）
昭
子

【昭
３８
高
普
】

藤
本

（丸
江
）
美
智
子

土
田
（山
本
）
勝
雄

【昭
３８
高
商
】

田
畑
　
　
茂

【昭
４０
高
普
】

渡
辺
　
祝
宣

【昭
４１
高
】

塚
本
　
泰
久

新
家
　
勇
治

伊
林
　
永
幸

表
　
　
寿

一

【昭
４２
高
】

諸
橋
　
茂

一

朗
川
子
・

顕
二功

百
六五
ロ

き
同
】
辻
）
多
加
子

辻
　
　
好
美

武
田
（坂
下
）
紀
子

【軍
上
死
昔
同
】

山
下
　
弘
蔵

出
仙
　
裕
美

木
内

（三
谷
）
亜
紀

宮
前

（西
川
）
絹
代

撞
押
［口
一　
　
知
「
圭
大

【平
２
高
】

平
田
（福
島
）
ひ
と
み

【平
３
高
】

南
川
　
順

一

辻
　
　
勇
徳

【平
４
高
】

上
野
　
清
隆

中
田
（村
田
）
浩

一

辻
野
　
智
美

【平
５
高
】

上
山
　
由
紀
子

村
野
（中
田
）
恵
理

上
田
　
雅
大

徳
田
　
総
司

中
田
　
　
充

西
野
　
友
義

上
国
（吉
田
）
珠
江

土
田
　
清
二

【平
６
高
】

森
川
（赤
丸
）
雅
子

【平
８
高
】

岸
　
　
英
樹

三
代

健

一郎

【平
９
高
】

旭
　
　
一岳

【平
１０
高
】

松
田
　
佐
加
恵

澤
出
　
憲
昭

【平
１１
高
】

曽
谷
　
直
樹

【平
１２
高
】

小
餅
谷
　
一樹

本
倉
　
由
紀
子

森
　
　
知
香
子

坪
内

（岸
田
）
沙
織

和
田
（酒
谷
）
は
る
か

【平
１３
高
】

中
野
　
貴
之

黒
田
　
一徳

上
出
　
彩
乃

福
島
　
麻
由
子

【平
１５
高
】

嶋
崎
　
文
彦

菅
原
　
　
俊

森
田
　
保
彦

大
中
　
貴
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同窓会運営協力金のお願い

納入方法等、下記に説明させていただきます。同窓会及び母校のさらなる発展のため、31き続き
ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。なお、詳細はホームページでもご確認いただけます。

●協力金の主な使用目的
1会報「聖流」の発行
2英語暗0昌大会の開催
3母校の教育活動の支援
4各支部への総会祝金、役員会賣、旅費補助
5周年事業に向けて積み立て (基本財産 )

●協力金の納入方法

郵便局又はコンビニエンスストアにて振込取扱票

(同封されている用紙)でご送金ください。
振込取扱票は2種類ございます。振込手数料は不要です。
お手元に会報等届いていない方は、お手数ですが事務局までご連絡ください。

※2022年 1月 17日以降に郵便局にて振込用紙をご使用の際には、お振込額に加えて 110円が
手数料として必要となります。
※バーコードをスマホ (PayPay・ LINE Pay等 )で読み取ることでこ自宅からご入金可能とな
りました。この決済は∈塗エユラトに委託しております。

毎年会報発行時にこ協力をお願いしております。あくまでも任意のこ寄附ですので、こ都合のつ

くときにご協力ください。
※納入いただいた方は会報「聖流」にこ芳名を掲載してまいります。こ芳名の掲載を希望されな

い方は郵便振込用紙ご利用の場合、その旨をチェックしてください。また、コンビニエンス振込

用紙の場合は、お手数ですが同窓会事務局 (0761-73-2771)までご連絡ください。

石川県立大聖寺高等学校

同窓会 事務局

〒922-85]0
石川県加賀市大聖寺永町33-1

(鴻志館内)

丁巨L(0761)ア 3-2フア1

FAX(076])ア 5-71]フ
月～金曜日(水曜日休)9:00～ 15100

巨―「Υ]all:lnfo@seiko― ob.o「g
http://selko― ob.o「g

学 本交 T巨 L(0ア61)72-0054

同窓会 ・クラス会を開催された方々の

記事を募集しています。また、当時の

思い出や、同窓会へのこ意見をお寄せ

下さい。

尚、紙面の都合上、掲載出来ない場合

があります。こ了承下さい。

学年 ・クラス等の同窓会開催のこ相

談、情報もお待ちしています。

同窓生の皆様ヘ

大聖寺高校 同窓会 検索


